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 令和８年関市議会第１回定例会の開会にあたり、市政運営に

ついて所信の一端を申し述べるとともに、令和８年度当初予算

案の施策の概要をご説明申し上げます。 

 

〇はじめに 

合併から２０年が過ぎた現在、長引く物価高騰や加速する人

口減少など、厳しい社会情勢は、本市の市民生活、地域社会に

も大きな影響を及ぼしております。こうした状況を踏まえ、令

和７年度では、「未来への投資」を軸として、将来に向けた力

強い基盤づくりを念頭に予算を編成いたしました。 

令和８年度は、この基盤を礎として、市民の皆さまが「住ん

でよかった・暮らしてしあわせ」と感じていただけるまちづく

りを一層進めてまいります。 

令和８年度予算のテーマは、「明日のしあわせをつくる予算」

でございます。 

未来を担うこどもたちの健やかな成長を支え、地域の活力を

生み出し、誰もが安心・安全に暮らせるまちを守るため、「未

来志向型」の予算とし、本市が将来にわたり、良好な状態を持

続することに重点を置いたものでございます。 

小中学生給食無償化をはじめ、本市でライフイベントを迎え

る方への支援などにより、子育て環境を一層充実させてまいり

ます。また、本市へ足を運んでいただける仕掛けづくりや、観

光資源の魅力向上、後継者や人材不足に悩む企業に対して、働

き手確保などの支援を行ってまいります。 

民間の投資を促すため、重要インフラの整備や土地区画整理

事業を推進いたします。 

さらには、被災時に水供給の根幹となる急所施設及び重要施

設への給水を行う重要給水路線の耐震化や、避難所の機能向上
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などの防災・減災対策も充実させ、市民の皆さまが、安心して

住み続けられるまちを目指してまいります。 

では、「明日のしあわせをつくる予算」につきまして、 

・「こどもたちの笑顔と希望があふれるまちのために」 

・「活気があふれるまちの未来のために」 

・「ずっと安心・快適があふれるまちのために」 

以上３つの視点に沿って、主要な施策をご説明いたします。 

 

〇第１の視点 

まず、第１の視点「こどもたちの笑顔と希望があふれるまち

のために」に関する６つの施策です。 

この視点では、次世代を担う子どもたちが心身ともに健やか

に成長し、将来に希望を持って暮らせるよう、まち全体で子ど

もと子育て世帯を支える環境を整備いたします。 

１つ目は、小中学生の給食を無償化し、子育て世帯の経済的

負担を軽減いたします。私立の小中学校に通学する児童生徒や、

食物アレルギー等で給食を停止している児童生徒の保護者に対

し、給食費相当額を助成いたします。 

これにより、保育園・幼稚園から中学生までの給食がすべて

無償化され、安心して子育てできる環境を整備いたします。 

２つ目は、「こども・若者の権利条例」の制定でございます。 

この条例は、子どもがいきいきと自分らしく生きることがで

きる「こどもまんなか社会」を目指すための規範となるもので、

条例制定により、子どもと若者の権利を理解し、行政・市民・

事業者など社会全体の行動変容を促すきっかけといたします。 

３つ目は、屋内遊び場施設の整備でございます。わかくさ・

プラザ総合福祉会館の１階と２階を改修し、子どもたちが天候

に左右されず、思い切り身体を動かせる屋内遊び場を整備する
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ため実施設計を行います。既存施設を有効活用し、多世代の交

流の場を創出いたします。 

４つ目は、「ユースセンター」の開設でございます。中高生

から２０代までの若者が、気軽に集まり自由に安心して過ごせ

る居場所をつくります。専任のコーディネーターを配置し、若

者の多種多様な興味関心に合わせた「やってみたい」を応援い

たします。 

５つ目は、高等学校就学等支援金でございます。中学生から

のステップアップとして、中学３年生１人あたり３万円を給付

し、子育て世帯の経済的負担を軽減いたします。令和８年度か

らは、市独自の事業として新たに実施するものでございます。 

６つ目は、利用人数増加に対応するため、安桜小学校の留守

家庭児童教室を新たに整備いたします。保護者が就労などによ

り昼間家庭にいない児童に、放課後の適切な生活の場を提供い

たします。 

 

〇第２の視点 

次に、２つ目の視点「活気があふれるまちの未来のために」

に関する６つの施策です。 

この視点では、まちに新たな活力を生み出し、経済的発展と

地域の魅力向上を図ります。「住んでよかった・暮らしてしあ

わせ」を実感できる、持続可能なまちの未来を創造してまいり

ます。 

１つ目は、関係人口の増加を目指し「せきファンクラブ」を

充実させてまいります。体験型メニューなどコンテンツを充実

させることで、本市のファンを増やし、観光消費の増加や将来

的な移住につなげます。また、「せきファンクラブ」が１周年

を迎えるにあたり、会員向けのイベントを開催し、地域住民、
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事業者との交流を促進し、本市への愛着や地域貢献意欲を高め

てまいります。 

２つ目は、刃物ミュージアム回廊の魅力向上でございます。

本市の産業観光の拠点施設である関鍛冶伝承館を改修し、展示

スペース拡張や体感型の映像展示を設置いたします。また、濃

州関所茶屋の飲食スペースを改修し、回廊全体の魅力を高め、

「刃物のまち関」の知名度とイメージアップを図ってまいりま

す。 

３つ目は、事業承継支援・人材確保支援でございます。後継

者不足や人材不足により、経営課題を抱える中小企業の事業承

継や働き手を確保するためのマッチング支援などの人材確保支

援を行い、地域の事業者と雇用を守り、中小企業の活力向上を

促進いたします。 

４つ目は、有機・減農薬農業の促進でございます。水稲有機

栽培の実証実験や除草機器の購入などを行い、環境に配慮した

持続可能な農業を推進いたします。収穫した農作物は、化学肥

料や農薬に頼らず育てられた食材として、保育園の給食などに

活用し、地産地消と食育を推進いたします。 

５つ目は、水田の大区画化・乾田化整備です。水田を大区画

化することで、大型機械の導入や効率的な作業が可能となり、

労働時間の短縮や生産コストの削減を実現いたします。また、

暗渠排水の整備等により、水田の通気性などを改善する、乾田

化への取組を支援し、生産性の向上と土地の有効活用を促進い

たします。 

６つ目は、工場・商業施設誘致のための道路整備及び土地区

画整理事業でございます。都市計画道路（東山西田原線）の整

備や、平賀天神杜地区及び平賀第三・第四地区の土地区画整理

事業を推進し、民間投資を促進してまいります。企業の進出に
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より、新たな雇用の創出と開発が促進されることで、地域経済

の活性化と安定的な税収の確保につなげてまいります。 

 

〇第３の視点 

最後に、３つ目の視点「ずっと安心・快適があふれるまちの

ために」に関する６つの施策です。 

この視点では、災害への備えや生活インフラの充実、環境へ

の配慮を通じて、市民の皆さまが安心できる快適なまちを実現

してまいります。 

１つ目は、小中学校屋内運動場において、空調設備の整備を

継続します。これにより、平時の学校体育館の教育環境と社会

体育環境の改善に加え、災害時にも避難者が健康的で快適に過

ごせる環境を確保します。 

２つ目は、水道基本料金免除の延長でございます。市民生活

における物価高の影響を緩和するため、国の交付金を活用し、

令和８年８月請求分まで水道基本料金の免除を延長いたします。

これにより、令和７年９月から令和８年８月までの１年間の免

除となり、給水世帯、事業者への経済的な支援となるものでご

ざいます。 

３つ目は、重要給水路線の耐震化促進でございます。基幹的

な施設や市街地への給水を行う重要路線の老朽化した水道管の

耐震化を加速し、水の安定供給という市民生活の基盤を強化し、

災害に強いまちづくりを推進してまいります。 

４つ目は、デジタル版ハザードマップの作成でございます。

洪水・土砂災害・内水氾濫など、複数のハザードマップ情報を

重ね合わせて閲覧できる、デジタル表示システムを作成し、市

民の適切な避難行動や危険個所の把握を可能にします。 

５つ目は、「自転車活用推進計画」の策定でございます。自
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転車の活用による環境負荷の低減、交通安全の向上、市民の健

康増進等に対応する計画を新たに策定し、レジャーや通勤・通

学手段として自転車を選択する多様なライフスタイルを推奨し、

誰もが安心して自転車を利用できる交通環境を創出いたします。 

６つ目は、ゼロカーボンシティの推進を継続いたします。 

２０５０年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指し、各種

セミナーの開催、ゼロカーボンに資する市民や事業者への支援

を引き続き行ってまいります。セミナーやイベントを通じて、

脱炭素社会の必要性や具体的な取組方法に関する知識を深め、

市民や事業者の環境意識を高めます。また、補助金制度により、

省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの活用など具体的な行

動変容を促進いたします。 

 

以上、３つの視点での施策により、本市の市民生活の質の向

上、安全性の確保、そして持続可能な社会の実現を目指してま

いります。 

 

〇大規模事業 

持続可能なまちづくりを進める上で、将来を見据えたインフ

ラ投資と、公共施設の適切な維持管理は不可欠でございます。

令和８年度に実施する、主な大規模事業を申し上げます。 

まず、「総合斎苑わかくさ」の空調設備の老朽化に伴い、更

新工事を行います。 

次に、児童生徒一人ひとりの学びに対応できるよう、令和２

年度に購入したＧＩＧＡスクール端末を更新いたします。 

次に、小中学校の長寿命化計画に基づき、児童生徒が安全で

快適な環境で学習できるよう、令和８年度から令和９年度にか

けて、旭ケ丘中学校の長寿命化改良工事を行います。 
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続いて、わかくさ・プラザの改修工事でございます。施設の

老朽化に伴う受変電設備の改修工事を行い、併せてアテナ工業

アリーナ（総合体育館）の大規模改修工事を引き続き進めてま

いります。市民の皆さまにおかれましては、工事期間中、体育

館等一部施設の利用ができなくなり、大変ご迷惑をおかけいた

しますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

また、河上薬品スタジアム（関市民球場）のスコアボードを

改修し、表示灯のＬＥＤ化やスピードガンの導入などを行いま

す。これにより、利便性を向上させ施設の魅力を高めてまいり

ます。 

最後に、３年目となる市道４か年集中整備事業です。防災対

策、安全対策、老朽化対策の３つの基本的な方向性に基づき、

市内の生活道路の舗装補修や側溝補修、通学路などの交通安全

対策、そして、橋りょうの点検や補修、耐震化工事などを行い

ます。これにより、市民の皆さまが安全に通行できる環境を整

備し、交通安全の向上を図るとともに、災害時における緊急車

両の通行、避難者の移動、物資輸送などの機能を維持できるよ

う、道路インフラの強靭化を図ってまいります。 

 

以上が、「明日のしあわせをつくる予算」をテーマとした施

策及び重点的に推進する施策でございます。 

これらの施策を確実に実施し、本市がさらなる飛躍を遂げ、

これまで築いてきた「しあわせなまち」を未来へつなげられる

よう市政運営に全力を投入してまいります。 
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○ 予算編成方針 

令和８年度当初予算の編成に際しましては、関市第５次総合

計画の基本構想に掲げる将来都市像の実現に向けて、第９期実

施計画事業を積極的に推進するとともに、市民に寄り添った行

政サービスの充実を図るため、全職員が結集して、予算編成に

取り組みました。 

 

○ 予算規模 

 令和８年度当初予算の規模は、 

一般会計  ４８５億６,６００万円 

特別会計  １８７億７,３５０万円 

水道事業会計  ３９億７,８００万円 

下水道事業会計  ６５億１,７００万円 

総  額  ７７８億３,４５０万円 

でございまして、予算総額は、前年度より４.１％の増加とな

り、過去最大の予算規模となります。 

一般会計の予算額は、前年度より２.６％の増加となり、主

な要因は、関鍛冶伝承館改修工事、旭ケ丘中学校長寿命化改良

工事、小学校体育館空調設備設置工事及び総合体育館改修工事

などの大規模改修工事の増加、また、障がい者の介護・訓練等

給付費、障がい児の通所給付費などの社会保障関連経費の増加

などでございます。 

特別会計の予算額は、前年度より１．２％の増加、また、 

水道事業会計は、遠隔監視システムのクラウド化や、赤谷増圧

ポンプ場整備工事などの増加により、前年度より１１.４％の

増加、下水道事業会計は、し尿統合に伴う浄化センター建設工

事、尾太幹線管渠更生工事及び処理場耐水化対策工事などの増

加により、前年度より２３．６％の増加となっています。 
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○ 一般会計の主な歳入の状況 

一般会計の歳入予算の約３分の１を占める市税は、前年度よ

り２.２％増加の１３７億２８２万円を計上しています。個人

市民税は、賃上げによる所得の増加が見込まれることにより、

前年度より８％の増加を見込んでおりますが、法人市民税は、

前年度より７．４％の減少を見込んでいます。 

地方消費税交付金は、個人消費などの増加により、前年度よ

り７％増加の２５億１,０００万円を計上しています。 

地方交付税の普通交付税は、７９億円、特別交付税は、１１

億円を見込んでおり、前年度と同額を計上しています。 

県支出金は、公立小中学校情報機器整備事業費県補助金や、

給食費負担軽減交付金などの増加により、前年度より２２％増

加の３５億２,９２２万円を計上しています。 

 これらのほか、寄附金では、ふるさと納税額は、前年度と同

額の３０億円を計上、繰入金では、公共施設等整備基金や学校

施設整備基金など、３８.３％減少の２４億２,５１６万円を計

上しています。 

また、市債では、昨年度に引き続き、臨時財政対策債の新規

発行はございません。予算額増加の要因となっております、学

校の長寿命化工事や、各施設の改修工事などに市債を発行して

いるため、前年度より６０.３％増加の５０億７,９２０万円を

計上しています。 

 

○ 一般会計の主な歳出の状況 

 性質別でみる歳出予算の状況でございますが、 

 人件費は、前年度より３．７％増加の６９億８,８４３万円

を計上しています。この増加は、人事院勧告等による給与改定

により、職員の給与及び会計年度任用職員の報酬等が増加して
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いるためです。 

 扶助費は、前年度より５％増加の８９億８,２０９万円を計

上しています。この増加は、障がい者の介護・訓練等給付費、

障がい児の通所給付費、保育所運営委託費用の増加などによる

ものです。 

 補助費等は、前年度より５．５％減少の６９億６,８４６万

円を計上しています。この減少は、せきっこ未来応援券の廃止

や下水道事業負担金の減少などによるものです。 

 投資的経費は、前年度より１４．４％増加の８１億６９万円

を計上しています。この増加は、予算規模の大きな主要事業で

述べたとおり、大規模な施設改修工事の事業増加によるもので

す。 

 

○ むすび 

 以上、令和８年度の施政運営の基本方針と予算案の概要につ

いて、申し述べさせていただきました。 

 不透明な社会情勢が続く中にあっても、市民の皆さまが直面

する物価高騰や、頻発化・激甚化する自然災害といった課題を

乗り越え、持続的に発展できるまちを目指してまいります。 

 これまで市民の皆さまと共に築き上げてきた「しあわせなま

ち」を、さらに未来へ発展させ、次世代に誇れる関市を実現す

るため、市民の皆さまとの協働により、誰もが誇りと愛着をも

って、心豊かに暮らせるまちを全力で創ってまいる所存でござ

います。何とぞ、市議会をはじめ、関係各機関の深いご理解と

市民の皆さまからの温かいご支援、そして、ご協力を心よりお

願い申し上げまして、令和８年度の施政方針といたします。



 

 


